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人
の
心
に
届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
と
は
？

じ
Ｆ
も
江
電
」
一
しヽ言零篠
麻期
議
だ
年糞

嚇
】鉾
一喝
”
ゆ潮病（劉

焼
に設理
は“い顆
魏
（
と競
訴

果
の中のある地域

「
地
域
活
性
化
」
―
―

″
エ
リ
ア

・
は
、
誰
し
も
知
る
、
小
池
氏
発
信
の
合

　

．ュ

Ｃ

跡

三
禦

Ｃ

防

．
自
（
Ｃ

晰
中
　

れ
る
。
す
る
と
、
「関
係
人
口
」
と
い

に
居
を
持

っ
て
は
い
る
が
、
前
述
の
３

リ
バ
イ
タ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
″
。
筆
者

も
、
か
つ
て
、
こ
の
言
葉
を
看
板
に
し

た
活
動
を
し
て
い
た
。
い
ま
で
も
続
い

て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
も
慢
性
化
し
て

い
る
。最
近
で
は
、「地
域
持
続
可
能
性
」

と
言
っ
た
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
添
え
た
り

す
る
と
何
か
し
ら
の
協
働
感
や
共
感
が

生
ま
れ
や
す
い
。
言
葉
に
も
、流
行
（は

や
り
）
が
あ
る
証
拠
で
あ
る
。

そ
の
後
生
ま
れ
た
地
方
創
成
な
ど
の

お
題
目
を
唱
え
る
こ
と
は
、
仏
教
と
の

親
し
み
が
多
い
日
本
人
に
は
違
和
感
の

な
い
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
お

題
目
を
上
手
に
考
え
出
し
、
使
い
始
め

る
こ
と
が
大
事
と
な
る
。
日
本
人
は
、

倣

っ
て
使
う
の
は
得
意
と
い
う
国
民
性

が
あ
る
。
先
週
は
東
京
都
議
会
選
挙
が

あ

っ
た
。
続
い
て
衆
議
院
議
員
選
挙
も

あ
る
が
、
選
挙
で
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
の
お
題
目
が
掲
げ
ら
れ
る
。

都
知
事
の
小
池
百
合
子
氏
は
マ
ス
コ

言
葉
で
あ
る
。
環
境
大
臣
時
代
は
本
領

を
発
揮
し
た
。
そ
の
お
題
目
が
、
国
民

や
、
都
民
の
日
常
の
慣
習
的
な
行
動
指

針
と
し
て
、
「ふ
つ
う
」
の
文
化
に
な

れ
ば
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
れ

ま
で
の
総
理
大
臣
や
大
臣
ら
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
同
様
で
あ
る
。例
外
と
し
て
は
、

「所
得
倍
増
計
画
」
は
、
そ
の
成
果
と

と
も
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
知

情
意

へ
の
シ
ゲ
キ
の
ほ
か
、
経
済
と
い

う
日
常
の
ニ
ー
ズ
に
裏
打
ち
さ
れ
て
の

こ
と
だ
ろ
う
。
明
治
時
代
の

「富
国
強

兵
・殖
産
興
業
」
は
、教
科
書
で
も
習

っ

て
い
る
の
で
、
言
葉
の
上
で
は
、
理
解

し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
雨

・
土
石
流
が

起
こ
り
、
複
合
災
害
と
な

っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
不
安
な
気
持
ち
の
中
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
続
く

ｉ
。
変
容
す
る
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
国
民

1地

情
感
と
感
動
を
生
む
旬
作
は
、
鍛
錬
に

よ

っ
て
可
能
に
な
る
と
い
う
こ

地
域
活
性
化
は
、
地
域
と
い
う
場
所

が
対
象
で
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
に

い
ま
、
俳
句
が
ブ
ー
ム
だ
と
い
う
。

実
は
、
筆
者
が
参
加
し
て
い
る
読
書
会

＆
文
学
の
会
で
で
学
ん
だ
こ
と
だ
が
、

俳
句
で
は
観
念
的
な
こ
と
で
な
く
、
実

体
験
の
情
景
描
写
が
第

一
と
い
う
。
そ

の
世
界
で
は
、
「
現
場
証
明
」
と
い
う

ら
し
い
が
、
現
実
に
目
に
映

っ
た

「出

来
事
の
日
記
」
が
、
俳
句
の
原
点
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。保
険
の
世
界
で
は
「ウ

イ
ッ
ト
ネ
ス
」
（ヨ
一ｇ
①
∽
∽
）
、
す
な
わ

ち

「証
人
」
と
し
て
、
そ
こ
に
居
た
、

見
た
、
感
じ
た
こ
と
を
問
わ
れ
る
が
、

俳
句
で
は
、
５
。
７
・
５
の
１７
文
字
で
、

季
語
を
入
れ
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
誰
が
読
ん
で
も
、
臨
場
感
が
あ
り
、

う
部
外
者
と
の
交
流
や
経
済
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
る
。
感
動
は
、
も
は
や
時

間
や
場
所
を
同
じ
く
し
な
く
と
も
共
通

す
る
こ
と
に
な
る
。
感
動
の
連
鎖
が
生

ま
れ
れ
ば
持
続
可
能
と
な
る
。

筆
者
の
先
輩
に
、
延
藤
安
弘

（
千
葉

大
学
大
学
院
、
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ス

・
元
教
授
）
と
い
う
感
動
づ
く

り
の
名
人
が
い
た
。
自
身
も
名
人
で
あ

る
と
自
覚
し
て

「
ま
ち
の
縁
側
育
み

隊
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
組
織
し
、
そ
の

連
鎖
を
創
り
出
し
た
。
絵
本
や
物
語
風

に
語
り
、
協
働
を
引
き
出
し
繋
ぐ
名
人

で
あ

っ
た
。
ウ
キ
ィ
ペ
デ
ィ
ア
で
は
、

″ま
ち
育
て
″
の
研
究
と
実
践
、
人
材

育
成
の
ほ
か
に
、
各
地
で

「幻
燈

会
」
を
開
い
て
啓
蒙
に
努
め
、
自

称

「ま
ち
育
て
の
語
り
部
」
と
書

か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
２
０
１
８
年

２
月
に
す
い
臓
が
ん
で
急
逝
し

た
。延

藤
氏
は
、
目
線
も
多
面
的
で

あ
っ
た
。
虫
の
目

（地
面
の
眼
）
、

魚
の
目

（流
れ
を
見
る
眼
）
、
鳥

延
藤
安
弘
氏
の
実
践
政
策
学
の
基
本
構
図
　
　
の
眼

（上
空
か
ら
の
眼
）
。
こ
の

目
の
ど
こ
か
ら
見
る
か
も
大
事
と
な

＝

る
ｃ
毎
日
の
暮
ら
し
の
目
線
を

「虫
の

議

眼
」
、動
き
や
時
間
経
過
の
目
線
を

「魚

＝

の
眼
」
、
時
代
の
変
化
や
将
来
を
見
据

轟

佐
藤
建
吉

　

「洸
楓
座
」

に元気を与え、心を

卜′‐‐‐‐‐‐‐一〔）
ジ．”蒙け』りい時日

代̈表・　　神♂き”』^口奪蝶曖

つ
の
目
線
で
、
世
の
動
き
を
感
じ
と
る

こ
と
が
出
来
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の

交
流
が
制
限
さ
れ
て
は
い
る
が
、
い
ま

の
時
代
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

を
使
う
と
、
世
界
の
地
域
の
変
化
を
確

か
め
、
そ
の
地
元
の
特
質
も
発
見
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
″
チ

ェ
ン
ジ
は
チ

ャ

ン
ス
″
な
の
だ
か
ら
…
。

１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（金
属
疲
労
専
攻
）
。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「鐵
の
道
」
の
製
造

・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
１０
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。　
一

般
社
団
法
人

「洸
楓
座
」
代
表
。

「全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

議
」
理
事

ふ
力
狂
見

ア

　

蒸
イ

一■

一讐
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“
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感応

|さ (全体)

自省

縁 (無限)

(し

間

一一一一一


